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Next is us
日体魂を受け継ぐ者

2020年に向けて、

日体大から世界のすべての人 へ々

スポーツの魅力と平和への願いをつないでいく。

特集■いっそう期待に応える大学へ
学長メッセージ・役職者プロフィール ―― 1
平成30（2018）年度 事業計画の基本について―― 3
建学の精神、ミッション、ビジョンに新たな息吹を吹き込み、

「身体に纏わる文化と科学の総合大学」として進化する。
教育の質的充実の取り組み ―― 7
教職支援センター Report②「個別指導講師」紹介 ―― 9
Next is us 日体魂の聖火リレー　阿部一二三選手（柔道） ――11
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２
０
２
０
年
、
将
来
に
向
け
て
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
力
強
い
第
一歩
を

①最終学歴、②学位、③おもな所属団体・経歴等、④学生時代の思い出、⑤趣味・特技

具ぐ

志し

堅け

ん  

幸こ

う

司じ

　第
12
代
学
長 

　新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
御
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心

よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　本
学
は
今
年
度
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
、
大
学

院
保
健
医
療
学
研
究
科
お
よ
び
体
育
科
学
研
究
科
コ
ー
チ
ン
グ

学
専
攻
を
新
た
に
開
設
し
、
5
学
部
9
学
科
、
3
研
究
科
4
専

攻
を
擁
す
る
、「
身
体
に
纏
わ
る
文
化
と
科
学
の
総
合
大
学
」
と

し
て
、
体
育
ス
ポ
ー
ツ
学
、
教
育
学
、
保
健
医
療
学
の
各
分
野
で
、

教
育
と
研
究
、
社
会
貢
献
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
学
部
・
研
究
科
に
お
い
て
、
よ
り

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
体
得
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
大
切
な

こ
と
は
、「
何
故
、
こ
こ
日
体
大
に
い
る
の
か
？
」、「
初
心
忘
る
べ

か
ら
ず
」、
時
折
、
立
ち
止
ま
り
、
振
り
返
り
、
そ
し
て
い
ま
そ

の
胸
中
に
あ
る
、
は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
の
「
夢
」
や
「
希
望
」
あ

る
い
は
目
標
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
今
後
の
学
生
生
活
を
過
ご
し

て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
道
程
は
、
決
し
て
平
坦
な
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
辛
く
苦
し
い
場
面
に
幾
度
と
な
く
遭
遇
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
ピ
ン
チ
と
ど
う
対
峙
し
て
い
く
の
か
、
ま
さ
に
皆

さ
ん
の
真
価
が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
の
姿
勢
に
よ
っ
て
、
新
た

に
立
つ
ス
テ
ー
ジ
の
風
景
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
ど

う
か
逃
げ
出
さ
ず
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

　詩
人
・
書
家
の
相
田
み
つ
を
さ
ん
は
、「
人
と
の
出
会
い
が
人

生
を
根
本
か
ら
変
え
る
こ
と
が
あ
る
」、
と
謳
っ
て
い
ま
す
。
本
学

で
の
学
生
生
活
で
、「
良
き
友
」「
良
き
師
」
に
出
会
い
、
そ
し
て

そ
の
関
係
を
大
事
に
育
ん
で
く
だ
さ
い
。
困
っ
た
と
き
、辛
い
と
き
、

強
が
ら
ず
に
、ま
わ
り
を
見
渡
し
、す
ぐ
傍
に
い
る
同
級
生
、先
輩
、

我
々
教
職
員
に
素
直
に
甘
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
解
決

の
糸
口
や
一
筋
の
光
が
み
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　皆
さ
ん
が
在
学
中
の
2
0
2
0
年
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
学
が
果
た
す
べ

き
役
割（
存
在
意
義
）の
ひ
と
つ
に
、
国
際
平
和
の
実
現
に
寄
与
す

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
精
神
の
実
践
と
普
及
を
推
し
進
め
、
ス
ポ
ー
ツ

が
も
つ
様
々
な「
力
」を
余
す
と
こ
ろ
な
く
活
用
し
、世
界
の
ス
ポ
ー

ツ
文
化
の
深
化
・
発
展
に
努
め
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　来
た
る
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
を
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で
是
非
と
も
、
成
功
に
導
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
学
修
、
課
外
活
動

な
ど
を
通
じ
て
、
体
育
・
身
体
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
正
し

く
理
解
し
、
さ
ら
に
は
、
我
々
人
間
の
生
命
の
輝
き
や
身
体
の
躍

動
を
自
ら
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
強
く
願
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

日
体
大
で
の
生
活
を
、
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

●Profi le　松井  幸嗣（まつい  こうじ）
①日本体育大学体育学部体育学科（S55.3）／②体育学士／③日本体育学会、日本
ハンドボール学会、日本ハンドボール協会　理事、全日本学生ハンドボール連盟  理
事、日本ハンドボール協会  表彰④まず浮かんでくるのは部活動のことです。私はハン
ドボール部に籍を置き、活動していました。日体大の学友会クラブの中でも１、２位
を争うほど練習面・生活面で厳しいクラブでしたが、２～４年生まで全日本インカレ
で３連覇しました。４年間のクラブ生活で苦楽を共にした先輩・後輩、そして同級生
はかけがえのない宝です。⑤大型バイク（ハーレーダビッドソン　FLHR103）でのツー
リング。

●Profi le　笠井  里津子（かさい  りつこ）
①日本体育大学体育学部体育学科（S56.3）／弘前大学大学院医学研究科博士課程

（H26.3）／②博士（医学）／③日本体育学会、日本保育学会、舞踊学会、日本運動・
スポーツ科学学会、日本体力医学会、東京都女子体育連盟副会長、全国ダンス・表現
運動授業研究会委員④負けず嫌いで運動量が少ない日は駒沢公園を走り、真面目
に自主練習を課しダンス部の仲間と一日中活動していました。夜通しで作品創作し朝
日を何度も見ました。私の人生に必要な大切な学びはダンス場にあり、生涯の恩師と
友人を得ることができました。
⑤犬が大好き。50年近くスヌーピーグッズを収集しています。
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　２０２０年、将来に向けて　

●Profi le　水野  増彦（みずの  ますひこ）
①日本体育大学体育学部体育学科（S58.3）／②体育学士／③日本コーチング学会、
日本体育学会、日本陸上競技連盟強化委員（障害部長）、関東学生陸上競技連盟評
議員歴任、文部科学大臣賞受賞（Ｈ13/H15)、関東学生陸上競技連盟指導者功労賞

（S63．H13．H15）、日本学生陸上競技連合功労賞（S63)④在学中から今もなお陸上
競技部に所属。競技中心の生活を送り、卒業後２年目の助手時代に日本選手権で優
勝し競技人生において最高の時を迎えました。33年の時を経て、未だに集う学友が
存在することが私の財産です。⑤植物や花を育てながら成長を見守るのが楽しみで
す。

●Profi le　八木沢　誠（やぎさわ  まこと）
①日本体育大学体育学部武道学科(S59.3)／日本体育大学大学院体育学研究科
(H2.3)／②体育学修士／③日本武道学会、スポーツ史学会、全日本学校剣道連盟常
任理事、関東学生剣道連盟卒業生常任幹事、世田谷区剣道連盟顧問④入学と同時
に剣道部に入部し、4年次には主務を務めました。当時は全国津々浦々から220名を
超える部員が在籍しており、多くの先輩や後輩たちと剣を交え、大いに語り合いまし
た。今の自分があるのも4年間を乗り切った自信と多くの剣友の支えと感謝していま
す。⑤掃除が息抜き。気持ちのコントロールになっています。

久く

保ぼ  

健た
け
し

　児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部   

学
部
長

●Profi le　久保　健（くぼ  たけし）
①東京教育大学体育学部体育学科（S49.3）／東京教育大学大学院体育学研究科修
士課程体育史専攻（S52.3）／②体育学修士／③日本体育学会、日本体育科教育学
会、教育科学研究会、学校体育研究同志会④多くの大学入試が中止された年で、「本
命」を見失ったまま受験しました。そのためか、運動部に所属するも2年次にプレイ
ヤーに挫折、体育指導者それも特に初心者指導者としての知識と技能を磨きました。
⑤哲学書から推理・時代小説、コミックまで「活字中毒」を自認。

●Profi le　石井  隆憲（いしい  たかのり）
①日本体育大学大学院体育学研究科体育学専攻（S60.3）
／②博士（社会学）、体育学修士／③日本スポーツ人類学
会会長、日本体育学会スポーツ人類学専門領域代表、NPO
法人日本チンロン連盟代表理事／④剣道部では、1年次は
学生寮、2年次から卒業まで合宿所で生活をしました。剣道
部監督の志沢邦夫先生に気にかけていただき、とても感謝
しています。／⑤趣味のチンロンはミャンマーの伝統スポー
ツで、十数年前に研究のために始めたのがきっかけでし
た。現在では、授業でも教えるようになりましたが、昨年、半
月板を損傷し、少し距離を置いています。

平ひ

ら

沼ぬ

ま  

憲け

ん

治じ

　保
健
医
療
学
部  

学
部
長

●Profi le　平沼  憲治(ひらぬま  けんじ）
①産業医科大学医学部医学科（S60.3）／②博士（医学）／③日本整形外科学会、日
本体力医学会、日本臨床スポーツ医学会評議員、日本整形外科スポーツ医学評議員、

「第９回秩父宮記念スポーツ医科学賞―奨励賞－」受賞④北九州の産業医科大学
で、スポーツドクターを目指して６年間を過ごしました。入学後早々、肺炎で授業を欠
席。環境が変わり、自分では気づかないストレスがあり、抵抗力が低下していたのだと
思います。新入生、特に地方出身者は、体調管理に気をつけてください。⑤サッカー、
アメフトのゲーム観戦、自分で体を動かすゴルフ、異文化に触れる海外旅行
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◆
策
定
に
あ
た
っ
て 

　
　
　
　
　
　学
長   

具
志
堅  

幸
司

　

 

こ
の
ほ
ど
、「
建
学
の
精
神
」
の
解
釈
、「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」「
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
改
訂

に
伴
い
、
向
後
5
ヵ
年
に
わ
た
る
中
期
目
標
・
計
画
と
し
て
、『
日
本
体
育
大
学

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
2
0
1
8
ー

2
0
2
2 

〜「
体
育
・
身
体
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
健
康
で
豊
か
な
社
会
・ 

人
づ
く
り
の
実
現
」
に
向
け
て
〜 

』
を
策
定

し
た
。
本
学
は
、
平
成
30（
2
0
1
8
）年
度
よ
り
、
5
学
部
9
学
科
、
3
研
究

科
4
専
攻
を
擁
す
る
、「
身
体
に
纏
わ
る
文
化
と
科
学
の
総
合
大
学
」
と
し
て
、

さ
ら
な
る
教
育
研
究
、
社
会
貢
献
活
動
の
推
進
及
び
競
技
力 

の
向
上
を
目
指
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　一
方
、
2
0
5
0
年
、
我
が
国
の
人
口
は
、
9,
7
0
0
万
人
台
ま
で
減
少
し
、

そ
の
う
ち
の 

4
割
近
く
が
高
齢
者
で
占
め
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
少
子
高
齢
・

人
口
減
少
社
会
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
な
か
、
日
本
社
会
全
体
の
生
産
性
を
維

持
し
続
け
る
た
め
に
は
、
本
学
が
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
追
究
し
て
き
た
体
育
・
身

体
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
を
通
じ
て
、
心
身
の
健
康
を
育
む
と
い
う
姿
勢
は
、

さ
ら
に
そ
の
重
要
度
を
増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
来
る
2
0
2
0
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
後
を
見
据
え
、
本
学
の
あ
る
べ
き
姿
と
進
む
べ
き
方
向
性
を
そ
の
具

体
的
施
策
と
と
も
に
示
す
も
の
で
、
全
構
成
員
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
に
取
り
組
み
、

日
本
体
育
大
学
の
更
な
る
進
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
強
く
願
う
も
の
で
あ
る
。 

平
成
30（
2
0
1
8
）年
度  

事
業
計
画
の
基
本
に
つ
い
て 

―
日
本
体
育
大
学
―

建
学
の
精
神
、ミ
ッ
シ
ョン
、ビ
ジ
ョン
に
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
み
、

「
身
体
に
纏
わ
る
文
化
と
科
学
の
総
合
大
学
」と
し
て
進
化
す
る
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建学の精神(基本理念）の解釈・ミッション(社会的使命)・ビジョン(目標)

建学の精神
（基本理念：創立の想い、設置目的）

ミッション
（社会的使命：果たすべき役割、存在意義）

ビジョン
（目標：目指すべき姿、将来像）

體
た い

育
い く

富
ふ

強
き ょ う

之
の

基
も と い

真に豊かで持続可能な社会の実現には、心身ともに健康で、
体育スポーツの普及・発展を積極的に推進する人材の育成が不可欠である。

　本学は、「建学の精神」の具現化、即ち、「体育・身体活動・スポーツを通じた健康で豊かな社会・人づくりの実現」のため、

次の使命を果たす。

１．体育スポーツ学、教育学、保健医療学分野における先駆的・実践的研究を通じて、人間の「活力ある身体」について、

その真理を探究する。

２．国際社会・地域社会において、先導的役割を担う有為な人材を輩出し、人類共通の願いである、幸福で豊かな社会

の構築に資する。

３．スポーツ文化の深化・発展に努め、オリンピック・パラリンピックムーブメントの精神の実践・普及を推進し、スポー

ツのもつ様々な「力」を活用して、国際平和の実現に寄与する。

４．高度な国際競技力を有し、他者の「生き方」モデルとなる優れたアスリートを育成するとともに、人間の心身の可能性（生

命の輝きや身体の躍動など）を追究し、活力に満ちた社会の創生に貢献する。

　本学は、その母体を明治24（1891）年に設立された体育会（翌年、日本体育会に改称）とし、この時、創設者日高藤吉

郎が掲げた、「體育富強之基」（「体育は富国強兵の基本である」）を建学の精神としている。

　昭和24（1949）年、日本体育大学体育学部設置に際し、国際平和の実現に寄与する国づくりを念頭に、その精神は、「体

育は肉体をより強靱に富ます基礎である」と解されるようになった。

　さらにその後、本学が創設以来、一貫して、スポーツを通じ、全ての人々の願いである“心身の健康”を育み、あわせて

世界レベルの優秀な競技者・指導者の育成を追求し続けてきたことに鑑み、今日、この建学の精神（基本理念）は、上掲の

通り、解釈が加えられている。

　本学は、その社会的使命を果たすとともに、「身体に纏わる文化と科学の総合大学」として、かかる分野のリーディング・

ユニバーシティを目指し、「教育」「研究」「社会貢献」について、次の目標を定める。

[教育]
　人間の「活力ある身体」を熟知し、その多様性を受け容れ、地球市民として各分野で活躍できるグローバルリーダーを

育成する。

そのため、教養及び専門的知識・技能の修得、涵養はもとより、コミュニケーション力（言語・表現力）、課題発見・解決力、

創造的思考力などを身につけ、複眼的な視点をもって協働・共生のできる人材を養成する。

[研究]
　真摯な基礎研究と課題解決に向けた実践的研究を高い水準で展開し、各専門分野の連携を図りながら、学際的研究に

取り組むとともに、その成果を広く社会に発信する。

　とりわけ、体育・身体活動・スポーツの実践から生じる諸問題について、人文科学・社会科学・自然科学の諸分野から

総合的に分析・検討を加え、得られた新たな知見や解決法を実践現場に還元する双方向的研究活動を推進する。

[社会貢献]
　あらゆるステークホルダーとの関係強化を図るとともに、国内外の諸機関との連携・協力関係を構築し、本学の教育・研

究活動の成果、人的・知的財産などを還元する。

　これにより生涯学習の機会を提供し、地域の教育、福祉の発展に貢献するとともに、大学と社会との「知と技」の好循

環を創出することにより、地域社会の力を引き出す大学として、その拠点を形成する。
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　本
学
の
新
た
な
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
具
現
化
す

る
た
め
に
、
そ
の
基
本
施
策
を
以
下
の
通
り
掲
げ
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
よ
り
実
効
性
の
高
い
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
、「
身
体
に
纏
わ
る
文
化
と
科
学
の
総
合
大
学
」
に
相

応
し
い
、
組
織
運
営
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。 

   

日
体
大
の
さ
ら
な
る
魅
力
を
打
ち
出
す
べ
く
、
様
々
な
変

化
を
好
機
と
捉
え
、
教
職
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
業
務
に
誇

り
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
組
織
・
制
度
の
確
立
と
そ
の
運
用
に

努
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。 

	

　☆
教
育（
人
材
育
成
）基
盤
の
整
備 

各
々
の
専
門
性
を
究
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
時
代
・
社
会

の
変
化
に
即
応
で
き
、
い
か
な
る
分
野
に
お
い
て
も
必
要
と

さ
れ
、
世
界
に
通
用
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
そ
の

教
育
体
制
を
再
構
築
す
る
。	

 

①
教
育
改
革
の
推
進 

・
体
育
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
編

・
児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
編

・
C	

S	

C（Com
m
unity	Sport	Coordnator

）
制
度
創

設
と
人
材
育
成
の
充
実（
含
同
窓
会
と
の
連
携
）

・
図
書
館
情
報（
リ
テ
ラ
シ
ー
）教
育
の
充
実

・
教
職
関
連
科
目
履
修
者
へ
の
支
援
強
化

・
教
職
関
連
科
目
の
改
編（
新
学
習
指
導
要
領
対
応
）

②「
全
学
共
通
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
仮
称
）の
構
築（
入
学
前

教
育
、初
年
次
教
育
の
充
実
を
含
む
）	

・「
日
体
大
独
自
の
﹃
教
養
﹄」（「
日
体
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」）の
具
体
的
検
討

・
新
た
な
履
修
制
度
の
構
築（
含
オ
ー
プ
ン
科
目
、
大
学

院
早
期
履
修
科
目
の
設
定
他
）

・
習
熟
度
別
授
業
の
設
定

・
入
学
前
教
育
、
初
年
次
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し（
含

共
通
テ
キ
ス
ト
の
開
発
）

・
担
任
制
度
の
見
直
し

・「
留
学
生
科
目
」（
全
学
共
通
）の
検
討

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
対
応

③
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
保
証
体
制
の
強
化（
学
修
成
果
の

点
検
・
評
価
の
再
検
証
を
含
む
） 

・
各
学
部
3
ポ
リ
シ
ー
の
見
直
し

・
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
厳
正
運
用

・
成
績
評
価
基
準（
含
G
P
A
）の
再
検
討

・
F	

D
に
よ
る
教
授
方
法
の
改
善

・
教
職
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充（
研
修
会
・
試
験
対
策
等
）

④
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
強
化（
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
充
実
を
含
む
） 

・
海
外
提
携
大
学
と
の
単
位
互
換
制
度
の
構
築（
含
留
学

推
進
）

・
海
外
実
習
の
充
実

・
J
I
C
A
と
の
連
携
強
化（
含
多
言
語
修
得
.
異
文
化

理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
）

・
外
国
語
学
修
の
支
援（
資
料
・
教
材
の
整
備
）

⑤
入
試
制
度
の
検
証（
受
験
者
層
の
拡
大
を
含
む
）

・
入
試
区
分
毎
の
募
集
人
員
見
直
し（
含
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
）

・
特
別
入
試
の
充
実（
含
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
獲
得
）

・
W
e
b
出
願
の
拡
充

・
新
た
な
選
抜
区
分
の
検
討

・
一
般
入
試
実
技
試
験
の
在
り
方
検
討

・
併
設
校
入
試
の
在
り
方
検
討

・
広
報
媒
体（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
大
学
案
内
等
）の
有
効
活

用
と
充
実

・
全
学
的
広
報
活
動（
全
教
職
員
に
よ
る
）の
積
極
的
展
開

⑥
学
修
環
境
の
整
備 

・
特
別
教
室（
P	

B
教
室
、
P
B
L
対
応
教
室
等
）の
拡
充

・
健
康
・
安
全
体
制
の
充
実（
含
健
康
相
談
医
、
A
E
D

等
の
適
正
配
置
）

・
衛
生
環
境
の
保
持（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
）

・
教
場
備
品
等
の
整
備（
椅
子
、
AV
機
器
、
照
明
等
）

・
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充（
含
図
書
館
閲
覧
席
）

・
学
修
支
援
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活
用（
含
モ
バ
イ
ル
化
、

教
員
学
生
間
連
絡
）

・
障
が
い
の
あ
る
学
生
の
学
修
環
境
整
備

・
学
生
食
堂
の
充
実（
座
席
増
設
等
）

・
学
生
寮
の
整
備（
含
女
子
学
生
対
応
）

・
通
学
路
線
の
拡
充

　☆
研
究
基
盤
の
整
備 

		

基
礎
研
究
と
実
践
研
究
、
さ
ら
に
は
各
専
門
分
野
の
連
携

に
よ
る
学
際
的
研
究
な
ど
、
個
別
の
研
究
を
縦
横
に
繋
ぎ
、

か
か
る
分
野
に
お
い
て
卓
越
し
た
成
果
を
発
信
で
き
る
よ

う
、
継
続
的
な
支
援
を
展
開
す
る
。	

①
研
究
活
動
に
関
す
る
指
針
・
計
画
の
再
検
証

・
基
本
方
針
・
計
画（
5
ヵ
年
）の
見
直
し

・
研
究
活
動
に
関
わ
る
規
程
類
の
見
直
し

②
学
内
学
術
資
産（
人
的
・
知
的
財
産
を
含
む
）の
積
極
的
活

用	・
資
料
の
収
集
・
整
備
、
利
用
促
進

・「
日
体
史
料
」
の
収
集
・
整
理
・
保
存

・
所
蔵
資
料（
情
報
）の
積
極
的
提
供

・
図
書
館
の
積
極
的
開
放

・
研
究
拠
点
の
整
備（
運
営
体
制
・
人
材
配
置
等
）
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平成30（2018）年度  事業計画の基本について 

・
委
託
研
究（
含
科
研
費
）等
の
継
続
と
展
開

③
研
究
成
果
の
集
積
・
発
信
方
法
の
改
善 

・
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
収
集
・
維
持
・
管
理

・
日
本
体
育
大
学
紀
要
の
発
行

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

④
若
手
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援 

・
学
内
助
成
金（
学
術
研
究
補
助
費
）の
見
直
し

・
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー（
RF
：
助
教
）の
登
用
・
育
成

・
特
別
研
究
員（
日
本
学
術
振
興
会
等
）へ
の
支
援
強
化（
含

登
用
）

・
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
支
援
モ
デ
ル
の
構
築

⑤
総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
改
組（
全
学
的
な

共
同
研
究
体
制
の
構
築
を
含
む
）   		

・「
研
究
推
進
機
構
」（
仮
称
）へ
の
改
組

・
予
算
配
分
の
再
編

・
研
究
所
に
お
け
る
研
究
推
進（
含
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
構
築
、

学
外
機
関
連
携
）

　☆
社
会
貢
献
基
盤
の
整
備 

教
職
員
・
学
生
に
よ
る
人
的
・
知
的
貢
献
を
活
発
化
し
、
国

際
社
会
、
地
域
社
会
と
の
連
携
・
交
流
を
進
展
さ
せ
、
協

力
し
合
い
、
そ
の
共
同
活
動（
共
生
拠
点
と
し
て
の
機
能
）を

拡
充
す
る
。

	①
社
会
貢
献
活
動
に
関
す
る
計
画
・
目
標
等
の
再
検
証 

・
地
域
の
課
題
解
消
に
向
け
た
地
域
研
究
の
推
進

・
公
開
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
を
通
じ
た
知
的
・
人
的

財
産
の
還
元

・
地
域
防
災
の
強
化
・
推
進

②
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
参
画 

・
学
内
広
報
の
積
極
的
展
開

③
国
際
貢
献
事
業
の
推
進（
J
I
C
A 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
含
む
） 

・
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
短
・
長
期
）へ
の
参
加
促
進

・
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
テ
ス
ト（
T
O
E
I
C

等
）の
推
奨

・
語
学
学
習
の
機
会
整
備

・
海
外
協
定
校
教
員
の
招
聘
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
推
進

・
英
語
圏
、
開
発
途
上
国
大
学
と
の
交
流
促
進

・
J
I
C
A
駒
个
根
訓
練
所
短
期
研
修
制
度
の
構
築

④
学
校
法
人
日
本
体
育
大
学
が
取
り
組
む
地
方
自
治
体
と
の

連
携
強
化
へ
の
協
力 

・
地
方
自
治
体
と
の
連
携
強
化
の
支
援

⑤
産
官
学
連
携
事
業
の
強
化

・
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
講
座
の
開
設

・
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ド
ラ
イ
バ
ー
養
成
講
座
の
開
設

　☆
競
技
基
盤

 

　（ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
）の

 

　整
備 

優
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト
、指
導
者
の
育
成
・
支
援
と
体
育
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
大
学
及
び
社
会
の
発
展
へ
の
貢
献
を
本
学
の
教

育
研
究
、
社
会
貢
献
活
動
の
総
合
的
目
標
の
ひ
と
つ
に
位
置

づ
け
、
そ
の
更
な
る
充
実
を
図
る
。	

①
2
0
2
0 

東
京
大
会
へ
の
選
手
、
役
員
・
指
導
者
派
遣 

・
ス
ポ
ー
ツ
専
門
職（
コ
ー
チ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
）の
効
果
的

配
置

・
効
果
・
効
率
的
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
の
展
開（
含
移
動
用
車

両
の
提
供
等
）

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設（
設
備
）の
整
備
・
充
実

・
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
充
実（
治
療
用
器
具
の
計
画
的

配
備
）

②
N
A
S
S 

を
拠
点
と
し
た
競
技
力
向
上
サ
ポ
ー
ト
の
強

化
・
充
実（
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
む
）

・
サ
ポ
ー
ト
デ
ー
タ
の
有
効
活
用

・
人
材
の
適
正
配
置

③
新
た
な
強
化
費
配
分
の
枠
組
み
の
構
築 

・
関
連
規
程
の
見
直
し

④
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
に
対
す
る
デ
ュ
ア
ル
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
充
実 

・
ス
ポ
ー
ツ
庁
委
託
事
業
の
継
続（
学
内
予
算
化
）

・
研
修
会
の
実
施

・
学
修
支
援
の
充
実

⑤
コ
ー
チ
ン
グ
エ
ク
セ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
指
導

者
研
修
・
職
能
開
発
の
推
進 

・
コ
ー
チ
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

・
コ
ー
チ
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
育
成
推
進

・
コ
ー
チ
向
け（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）研
修
会
の
実
施

・
コ
ー
チ
ン
グ
情
報
の
積
極
的
発
信

⑥
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
創
造
す
る
収
益
事
業
の
推
進

・
ス
ポ
ー
ツ
庁
委
託
事
業
の
継
続（
収
益
事
業
の
推
進
）

・
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
積
極
的
連
携

・「
日
体
大
」
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向
上
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　過
去
10
年
ほ
ど
横
ば
い
で
推
移
し
て
き
た
18
歳
人
口
は
、
こ
の
2
、
3
年
後
以
降
、
再
び
減
少
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
い
る
︒
選
ば
れ
る
日
体
大
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
く
た
め
に
、
改
革
を
さ
ら
に
加
速
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

　2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

局
面
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
今
や
ラ
イ
バ
ル
は
世
界
で
あ
る
︒
国
内
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
、
健
康
系
の
学
部
・
学
科
が
増
え
、
激
し
い
競
争
が
続
い
て
い
る
︒

　言
う
ま
で
も
な
く
、
大
学
の
評
価
は
社
会
に
お
い
て
有
益
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
︒
日
体

大
の
伝
統
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
武
器
と
し
つ
つ
、計
画
↓
実
行
↓
評
価
↓
改
善
の
プ
ロ
セ
ス
を
継
続
し
、教
育
の
い
っ

そ
う
の
質
的
充
実
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

①
教
育
の
質
保
証
が
求
め
ら
れ
る
経
緯
と
背
景

　知
識
基
盤
社
会
の
到
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
高

齢
化
な
ど
を
背
景
に
、
高
等
教
育
の
社
会
的
責
任
が
一

層
重
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
全
入
時
代
を
迎
え
、

大
学
の
質
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
中

央
教
育
審
議
会
で
は
、「
学
士
課
程
教
育
の
構
築
に
向

け
て
」の
答
申
を
発
表
し
、各
大
学
に「
学
位
授
与
」、「
教

育
課
程
」、「
入
学
者
受
入
れ
」
の
三
つ
の
方
針
の
明
確

化
と
、
卒
業
生
の
学
士
力
の
強
化
を
強
く
要
請
し
て
き

た
。　さ

ら
に
、
各
大
学
に
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
大

学
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
、
公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
、
ま
た
教
育
情
報
、
財
務
状
況
の
一
層
の

公
開
を
要
請
し
て
い
る
。
教
育
情
報
で
は
、「
何
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
」（
教
育
の
目
標
・
内
容
・
成

果
）を
重
視
し
、教
育
の
成
果
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
大
学
設
置
基
準
の
改
正
、

認
証
評
価
制
度
、
情
報
公
開
制
度（
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー

ト
等
）の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　つ
ま
り
、
大
学
が
自
ら
の
教
育
の
質
を
保
証
す
る
た

め
、
学
士
課
程
全
体
の
改
善
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
機
能
さ
せ
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

本
学
も
、
今
号
の
「
平
成
30
年
度
事
業
計
画
の
基
本
に

つ
い
て
」
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、建
学
の
精
神
、ミ
ッ

シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
根
底
に
、
時
代
の
要
請
に
応
え
た

教
育
や
事
業
の
方
向
性
と
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

②
学
生
が
身
に
つ
け
る
べ
き
﹁
日
体
力
﹂
と
は

　言
う
ま
で
も
な
く
、
学
生
が
大
学
に
お
い
て
身
に
つ

け
る
べ
き
資
質
や
能
力
を
具
体
的
に
示
し
、
そ
の
た
め

の
教
授
方
法
の
工
夫
や
成
績
評
価
の
仕
組
み
な
ど
を
明

ら
か
に
し
て
、「
学
士
力
」
や
「
就
業
力
」
を
獲
得
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　で
は
、
日
体
生
に
求
め
ら
れ
る
資
質
や
能
力
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。「
ス
ポ
ー
ツ
」「
身
体
」「
生

命
」
を
基
本
と
す
る
こ
と
は
普
遍
だ
が
、「
身
体
に
纏

わ
る
文
化
と
科
学
の
総
合
大
学
」
を
標
榜
す
る
う
え
で
、

学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
・
関
心
に
合
わ
せ
て
多
様
な

学
び
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、
狭
義
に
ス
ポ
ー
ツ
の
技
術
や
知
識
を

学
ぶ
と
い
う
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
教
養
や
社
会
、

人
間
力
を
学
ぶ
と
い
っ
た
発
想
転
換
が
よ
り
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
身
に
つ
け
る
べ
き

基
盤
と
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
知
識
基
盤
社
会

に
通
用
し
う
る
高
い
教
養
と
専
門
的
能
力
、
具
体
的
に

は
、
日
本
語
の
運
用
能
力
や
英
会
話
の
能
力
を
兼
ね
備

え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
が
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
て
そ
の
解
決
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
の
で
き
る
能
力
、
組
織
の
一
員
と
し
て
仲

間
と
協
力
し
て
目
標
を
達
成
す
る
力
、
他
の
追
随
を
許

さ
な
い
実
技
能
力
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
こ
れ
ら
は
、
そ
の
習
得
レ
ベ
ル
が
検
証
・
評
価
可
能

な
形
で
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　現
在
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
編
、
日
体
大
独
自
の
「
教

養
」（
日
体
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
）の
検
討
、
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
、
デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
の
見
直
し
、
成
績
評
価
基
準
の
再

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
F
D
に
よ

る
教
授
方
法
の
改
善
も
注
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
様
化
す
る
学
生
に
対
し
て
、

学
修
へ
の
興
味
喚
起
を
促
し
、
そ
れ
を
伸
ば
し
て
い
く

関
り
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。



1 年次

入学

２年次 ３年次 ４年次

初
年
次
教
育

（
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
含
む
）

専
門
基
礎
教
育

学生支援センター
（学習支援・生活支援・キャリア支援）

日体力育成プログラム

教養教育（教養教育科目だけでなく、教育課程を通じて培う。）

大学（学士課程） 
就業力

社会人基礎力

学　友　会　活　動

補習教育の実施
（国、数、英）

アドミッションセンター

専
門
教
育

専
門
基
礎
教
育

キ
ャ
リ
ア
形
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
マ
ナ
ー
講
座
含
む
）

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

専
門
教
育

教育
課程

入
学
者
受
入 専

門
教
育

学

　
士

　
力

市
民
生
活
・
職
業
生
活
・
学
究
生
活

～教育の質的充実の取り組み～

日本体育大学学士課程のグランドデザイン
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③
﹁
学
生
支
援
﹂
や
﹁
キ
ャ
リ
ア
形
成
﹂
の
取
り
組
み

　こ
う
し
た
方
針
や
施
策
が
有
効
に
機
能
し
て
い
く
た

め
に
は
、
全
学
が
一
体
と
な
っ
た
展
開
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
学
生
の

満
足
度
の
さ
ら
な
る
向
上
の
た
め
に
も
、
対
学
生
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
が
欠
か
せ
な
い
。

　本
学
で
も
「
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
を
は
じ

め
と
す
る
組
織
改
革
を
果
敢
に
行
っ
て
き
た
。
同
セ
ン

タ
ー
は
「
学
習
支
援
部
門
」（
履
修
、
単
位
取
得
、
日

体
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
修
学
相
談
、
正
課
外
活
動
等
、

学
生
が
修
学
す
る
上
で
必
要
と
な
る
各
種
支
援
業
務
を

担
当
す
る
）、「
生
活
支
援
部
門
」（
奨
学
金
、
賞
罰
、

学
友
会
活
動
、
生
活
拠
点
、
寮
生
活
等
、
学
生
が
学

生
生
活
を
送
る
上
で
必
要
と
な
る
各
種
支
援
業
務
を
担

当
す
る
）、「
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
門
」（
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
就
職
相
談
、
新

規
就
職
先
開
拓
、
研
修
会
や
学
習
会
の
企
画
・
運
営
等
、

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
各
種
支
援
業
務
を

担
当
す
る
）の
3
つ
の
部
門
か
ら
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に
よ
る
学
生
対
応
を
展
開
し
、
利
便
性

と
即
応
性
さ
ら
に
は
各
部
門
の
協
働
関
係
の
向
上
を
実

現
し
て
い
る
。

　そ
し
て
、
習
得
し
た
日
体
力
を
社
会
で
発
揮
す
る
た

め
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
も
、
さ
ら
な
る
充
実
が
求
め

ら
れ
る
。
教
員
に
加
え
て
、
民
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

や
海
外
も
含
め
て
公
的
機
関
へ
の
志
望
も
今
後
ま
す
ま

す
広
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
目
指
す
目
標
は
、
本
学

が
有
す
る
教
育
課
程
の
内
外
を
通
じ
て
獲
得
で
き
る
質

の
高
い
教
養
及
び
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
知
識
と
実

践
力
を
基
底
と
し
て
、
社
会
に
お
け
る
強
力
な
即
戦

力
と
し
て
活
躍
で
き
る
就
業
力
及
び
自
ら
の
生
涯
に
わ

た
っ
て
充
実
し
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
力
の
獲
得

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
主
体
的
な
気
づ
き
や
学
び
、
社

会
と
関
わ
り
な
が
ら
学
ぶ
態
度
の
涵
養
を
啓
発
・
支
援

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
求
め
ら
れ
る
主
体
的
取
り
組
み

　大
学
教
育
を
享
受
す
る
主
役
は
学
生
で
あ
る
こ
と
は

当
然
だ
が
、今
や
教
育
の
質
保
証
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

（
同
窓
生
、
日
体
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
企
業
・
行
政
・
団
体
、

地
域
の
方
々
な
ど
）
す
べ
て
に
対
す
る
社
会
的
責
任
と

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
今
号
で
も
取
り
上
げ
た
通
り
、

競
技
力
向
上
、
研
究
体
制
の
充
実
、
地
域
貢
献
活
動

の
推
進
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
一
層
注
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
的
評
価
は
大
学
の
存

続
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
も
取
り
組

み
の
強
化
を
促
し
て
い
る
。

　2
0
2
0
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
本
学
の
教
育
の
質
保
証
の
取
り

組
み
の
成
果
を
発
揮
す
る
好
機
と
な
る
だ
ろ
う
。
目
標

と
し
て
掲
げ
る
「
70
名
の
学
生
及
び
卒
業
生
を
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
し
て
輩
出
」
す
る
こ
と
に

加
え
て
、
一
人
ひ
と
り
の
学
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力

や
興
味
に
応
じ
て
、
意
欲
的
に
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
関
わ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
英
語
を
活
か
し
て
諸
外
国
の

選
手
や
観
客
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
文
化
的
交
流
に
参
加

す
る
、
急
病
や
緊
急
時
の
対
応
を
す
る
な
ど
、
生
か
す

場
は
多
々
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
学
生
自
身

と
本
学
の
社
会
的
評
価
、
ひ
い
て
は
わ
が
国
の
評
価
が

確
固
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

　そ
の
た
め
に
は
、
教
職
員
全
員
が
自
身
の
こ
と
と
し

て
問
題
意
識
を
も
ち
、
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
建
学
の
精
神
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ

ン
を
あ
ら
た
め
て
自
覚
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
実

践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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教員志望の日体大生を力強くサポートー  教職支援センターを知る、活かす、夢に近づく

教 職 支 援 センター

教職志望者の心強い味方「個別指導講師」
教員をめざして最初の一歩を踏み出すとき、学びながら悩みを抱えたとき、

採用試験に向けて実践的な準備が必要なとき。
教員を志望するさまざまな過程で、一人ひとりをきめ細かくサポートしてくれるのが、「個別指導」です。

対応してくださるのは、教育現場や採用試験対策の経験が豊富で、しかもスポーツと日体大を心から愛する先生方ばかり。
自身の経験や教育にかける熱い思いを皆さんに伝えたいと、指導に取り組んでいます。

今号では、個別指導を担当している先生方のプロフィールを紹介します。
教え上手は学び上手。まずはセンターを訪れ、先生方と率直に話してみましょう。

Report➋

■2018年度就職対策講座【教員志望者対象】
講座名 日程 主な対象 内容

教員個別指導 ４月～３月 1～4年生 勉強方法、論文添削、面接指導など、各自の状況に合わせて指導を受けられる
日体教学舎 5月～1月 2～3年生 教員を目指して勉学に励む学舎。年間通じて指導
日体教学舎　報告会 1月中旬～下旬（日程未定） 1～4年生 日体教学舎生が１年間学んだ取組みの発表、教育課題発表、模擬授業を実施

学校教員採用候補者選考二次対策講座 7月～８月 4年生 面接、集団討議、模擬授業、論作文など二次試験で実施される内容の対策
校種や自治体に特化した指導を行う。

教育委員会による教員採用試験説明会(千葉県・埼玉県・神奈川
県・横浜市・相模原市・川崎市) 4月中旬～5月上旬 2～4年生 各教育委員会による採用試験説明会

教育委員会による教員採用試験説明会(東京都) 11月下旬～12月 1～4年生 東京都教育委員会による採用試験説明会
筆記試験対策講座：保健体育教員希望者 4/30～5/3 4年生 直前対策集中講座、改正点を重点的に指導（問題及び解説付）
教員採用試験一次試験直前対策講座 6月下旬～7月初旬 4年生 教員採用試験一次筆記試験を突破する事を目的とした講座（改正、変更点を重点的に）
筆記試験対策講座：専門教養（保健体育） 9月下旬～10月上旬 3年生 保健体育の専門教養を勉強するに当たってのポイント、勉強の進め方について
【教職教養】筆記試験対策講座 10月～2月下旬 1～4年生 教員採用試験：教職教養対策講座、平日の時間で講義を実施、合格者体験談を組み込む
【小学校全科】筆記対策講座 10月～2月下旬 1～4年生 小学校全科対策講座、平日の時間で講義を実施
【一般教養】筆記対策講座 3月初旬 1～4年生 一般教養対策講座、平日の時間で短期集中講義を実施
模擬試験(全5回) 4月・5月・12月・1月・2月(3月初旬) 1～4年生 全国公開模擬試験を学内で実施自分自身の現在地を知り、その後の勉強に役立てる

教員採用試験対策　準備・実践講座 4月～2月　年間10回 1～4年生 採用試験のためにどのようなことを準備するかを明らかにする
（採用試験の問題分析の仕方、傾向の見つけ方、対策の仕方）

教育ニュースの読み方セミナー 前学期 1～4年生 教職を目指す学生へ新聞の読み方講座を実施
宿泊研修 9月15日～17日 3年生 二次試験対策。面接・論文指導を中心に行う。（相模原市）

教員採用試験対策　習熟度確認講座 2月 3年生 学生自ら主体的に継続して学んできた成果を確認
現役教師による講義、元管理職等の講師による面接・論文指導

同窓会と連携した	教員採用試験対策学習会 4月～8月 1～4年生 教員を目指す学生に向けて、都道府県同窓会主催の採用試験対策講座

①日本体育大学（ハンドボール部）／②書道、スキーア
ルペン競技観戦、映画鑑賞、珈琲／③「理想と現実の
往復作業」１.子どもの学びと育ちの邪魔をしない事、
２.「忙しい」「時間がない」「大変だ」を口にしない事、
３.他人（ひと）のせいにしない事／④獅子王のごとく、
堂々と、たゆみなく、前に進み続けよう。／⑤健志台：月
曜日

【経歴】大和市立大和中学校教諭／神奈川県立大和南高等学
校教諭／神奈川県立体育センター研修指導主事／神奈川県
立体育センタースポーツ科学研究室室長／神奈川県教育委
員会教育局保健体育課課長／神奈川県立相模原高等学校校
長／	(財)全国高等学校体育連盟ハンドボール専門部長

①日本体育大学（陸上競技部）／②ゴルフ／③児童・生
徒の健全な成長に寄り添って優しく時には厳しく付き
合い、適正な進路決定を導くこと／④「弾力ある思考力
と体験の蓄積から社会性を兼ね備えた人間力」「日々勉
強」「明朗快活」／⑤健志台：火曜日

【経歴】新潟県立中条高校非常勤講師／逗子市立久木中学校
／藤沢市立大清水中学校教頭／藤沢市立村岡中学校校長／
藤沢市立湘洋中学校校長／藤沢市教育委員会非常勤(問題
解決支援)	／日本体育大学学生支援センター個別指導講師	

①東京教育大学（剣道部）／②剣道（七段）、サイクリン
グ／③子ども達の夢と希望を実現するため、共に学び、
生活し、導いていく仕事／④教育に対する篤い気持ちを
もって、教職を目指して欲しいです。／⑤健志台：水曜日

【経歴】東京都立羽田高等学校、都立目黒高等学校教諭／世
田谷区教育委員会、東京都教育委員会指導主事／東京都立
町田高等学校、都立大森高等学校副校長／東京都立九段高
等学校、都立桜町高等学校校長／現、東京都教職員研修セン
ター教授／東京都高校体育連盟会長歴任

①東京学芸大学（剣道部）／②剣道（五段）、柔道（二
段）、スキー、スケート／③子供のよさを引き出すこと。
１％、２％にかける情熱。将来の社会の担い手として自
立させること。／④あなたのかけた言葉のひとことが子
供を育てる。ひとことの重みを大切にしてほしい。／⑤
健志台：木曜日

【経歴】武蔵村山市立第四中学校教諭／武蔵村山市立第五中
学校教諭／武蔵村山市立第四中学校教頭／武蔵村山市立第
二中学校教頭・副校長／瑞穂町立瑞穂第二中学校校長／八
王子市立ひよどり山中学校校長／小金井市立小金井第二中
学校校長／東京都中学校体育連盟副会長歴任

山
や ま

崎
ざ き

 正
ま さ

巳
み

  先生

①出身大学（部活）
②趣味・特技
③教師の仕事とは
④教師を目指す学生へメッセージ
⑤個別指導日

神
か ん

成
な り

 真
し ん

一
い ち

  先生 八
や

幡
わ た

 満
み つ

夫
お

  先生

塩
し お

谷
や

 和
か ず

雄
お

  先生
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教職志望者の心強い味方「個別指導講師」Report➋
教 職 支 援 セ ンタ ー

①日本体育大学（体操競技部）／②ドライブ、カラオケ、
晩酌／③大切な子どもの｢命｣を預かり、それを守り育て
ていくプロ！大人になっても、しっかり｢あいさつ｣のでき
る、元気なあいさつの響きわたる楽校づくりのプロ！／
④あなたより有能な教師は山ほどいる。でもあなたは世
界でたった一人だ！｣ということ！／⑤世田谷：木曜日

【経歴】日本体育大学人文科学研究室研究生／東京教育大学、
日本大学を経て、埼玉県立高等学校教諭（保体・社会）／埼玉
県立高等学校管理職を経て、日本体育大学、東京国際大学、国
際武道大学（院）非常勤講師／日本体育大学教育実習指導担
当特別教授

片
か た

山
や ま

 昇
のぼる

  先生

①日本体育大学（陸上競技部）／②スキー、映画鑑賞、
旅行／③児童生徒には等しく接し、児童生徒の良さを
認め、伸ばしてあげること。／④誠実、謙虚に、そして粘
り強く前向きに取り組むこと。「至誠天に通ず」／⑤健志
台：金曜日

【経歴】東京都千代田区立錬成中学校教諭／東京都世田谷区
立尾山台中学校教諭／東京都町田市南中学校教諭／東京都
町田市立小山田中学校副校長／東京都町田市立南成瀬中学
校校長／東京都町田市教育委員会指導主事

星
ほ し

越
こ し

 健
け ん

一
い ち

  先生

①千葉大学（演劇部）／②歴史を歩くこと／③未来を担
う子どもたちの成長を手助けする、大変ですがやりがい
のある仕事です。／④教師の基本は、明るく元気で好奇
心の旺盛なことです。今のうちに色々な経験をしておき
ましょう。それが、教師としての幅を広げることにつなが
ります。／⑤世田谷：火曜日

【経歴】東京都公立小学校教諭、教頭、統括指導主事／東京都
公立小学校校長／東京教師養成塾教授／白梅学園大学子ど
も学部教授／協同教育研究会講師（論作文・面接担当）、文部
省指導資料作成協力委員／現狛江市教育委員会教育委員長、
現日本学校図書館学会副会長

佐
さ

藤
と う

  正
ま さ

志
し

  先生

①日本体育大学（基礎スキー部・ESS）／②スキー／③生
徒ファースト：生徒のために汗を流せる教員が目指す教
員です。／④教員になりたい強い意志と教員に必要な
知識・経験を多く持つこと。教員採用選考に向けて、少し
でも早く勉強と対策を行うこと。全力でサポートします。
気軽に声をかけてください。／⑤世田谷：火曜日

【経歴】都立高校保健体育教員、教頭・副校長・校長／定年退
職後、東京女子体育大学キャリアアドバイザー（教員志望者の
指導）／保育専門学校で幼稚園教諭、保育士希望者の指導／
日本体育大学教育実習指導担当特別教授、教学舎講師／東
京都ハンドボール協会参与、東京都スキー連盟理事

金
き ん

城
じょう

  和
か ず

貞
さ だ

  先生

①日本体育大学（バスケットボール部）／②旅行・ゴルフ
／③生徒一人一人の個性を引き出し、自主自立した社
会人としての活躍できるための人材育成／④「教師に
なる」強い意志が、合格への第一歩です。過去の問題を
分析して対策を立て、計画的に実践しましょう！／⑤世田
谷：月曜日

【経歴】愛知県公立高等学校勤務、各校で学年主任、生徒指導
主事、教頭等を歴任／早稲田大学大学院教育学研究科修士
課程「学校教育専攻」修了／日本体育大学教育実習巡回指導
特別講師／日本体育大学教育実習指導担当特別教授・河合塾
講師／同窓会と連携した教員採用試験対策学習会講師

河
か

合
わ い

 朝
あ さ

晴
は れ

  先生

①日本体育大学（硬式テニス部）／②茶道・ゴルフ・釣り
／③日本を担う人材の育成をする重要な職務であり責
任が伴います。大変ですが、やりがいのある仕事でもあ
ります。／④人間が好きで、様々な人とのコミュニケー
ションをとることができ、強い心身と、協調性、誠実・勤
勉、素直で思いやりがあれば大丈夫です。／⑤世田谷：
月曜日

【経歴】台東区立竜泉中学校養護教諭／荒川区立第二瑞光小
学校養護教諭／足立区立東栗原・千寿第二小学校養護教諭
／東京都教育庁体育部体育健康指導課指導主事／東京都教
職員研修センター統括指導主事／江東区立南砂小学校校長
／台東区立金竜小学校校長牛

う し

島
じ ま

 三
み

重
え

子
こ

  先生

①東京学芸大学（バスケットボール部）／②ドライブ、写
真撮影／③愛と知恵を伝え、一人ひとりの伸びる芽を
みつけ育てる仕事／④元気　本気　根気等　気が溢
れ、スペシャリストからオールラウンダーを目指してく
ださい。／⑤世田谷：金曜日

【経歴】東京都狛江市・世田谷区2校で教諭／世田谷区2校で
教頭／江戸川区教育委員会　指導主事／東京都教育委員会
指導主事・統括指導主事／調布市・武蔵野市2校で校長

亘
わ た

理
り

 純
じゅん

平
ぺ い

  先生

①日本体育大学（スピードスケート）／②クラシック音楽
鑑賞／③こんなやりがいのある仕事はありません！／④
夢の実現に向け、いかなる困難をも避けずに挑むべし！
その先にはきっと素晴らしい世界があなたを待ってい
ます！／⑤世田谷：水曜日

【経歴】東京都立高等学校教員／東京都立高等学校管理職／
日本体育大学教育実習指導担当特別教授／日本体育大学非
常勤講師／日本体育大学個別指導講師

小
こ

橋
は し

川
か わ

 和
か ず 　 こ

子  先生

日本体育大学の教員養成について
日本体育大学では、“日本体育大学　建学の精神”のもと、以下のような教員養成を目指している。

【 養 成 す べ き ４ つ の 力 】

【 養 成 す る 教 員 像 】

将来を担う子供たちの教育に対する強い使命感のもと、社会が期待する教育の推進・充実に資する資質・能力を有し、実践できる教員

教育者としての人間性を身に付け、
高めていく力

＜具体的な資質・能力等＞
道徳心、思いやり、誠実、協調性、人間的
魅力　等

子供たちの模範となる社会性を身
に付け、高めていく力

＜具体的な資質・能力等＞	
責任感、コミュニケーション能力、課題
解決力、組織人の一員としての自覚　等

日本体育大学の歴史と伝統に培わ
れた本学ならではの理論と実践に
基づいた専門性を身に付け、高め
ていく力

＜具体的な資質・能力等＞　
教養、専門的知識、児童生徒理解、指導力、

企画力、言語能力、表現力、創意工夫　等

世界的な視野のもとで、教育に貢
献できる国際性を身に付け、高め
ていく力

＜具体的な資質・能力等＞
多様性、伝統・文化理解、国際的なコミュニ

ケーション能力、多様な言語・表現力　等

1.人間性 2.社会性 3.専門性 4.国際性
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一、二、三と一歩一歩着実に、
そして圧倒的な力でトップに立つ

◆プロフィール
阿部一二三（あべ・ひふみ）
体育学部３年　柔道部所属。兵庫県神
港 学 園 高 校 卒 業。グランドスラムでは
2014年東京をはじめ、16年チュメニ、16
年東京、17年パリ、17年東京などで優勝
を果たし、17年には世界柔道選手権で優
勝。東京に出てきて何もかも自分でやら
なければならないことで両親のありがたさ
を身に染みて感じたという。リフレッシュ
は友人と買い物に出かけたり、話をしたり
することなど。

阿部
一二三

柔 道

04
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Nex t  i s  u s
日体魂の聖火リレー
～ 日 体 魂 を 受 け 継 ぐ 者 ～
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―
―
柔
道
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

　

６
歳
の
と
き
に
テ
レ
ビ
で
柔
道
の
試
合
を
見
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
直
感
的
に
か
っ
こ
い
い
と
感
じ
た
の

で
す
。
そ
こ
で
両
親
に
「
柔
道
を
や
り
た
い
」
と
頼

み
、
兵
庫
少
年
こ
だ
ま
会
の
門
を
叩
き
柔
道
人
生
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
対
戦
相
手
だ
っ
た

女
の
子
に
投
げ
ら
れ
、
一
本
を
と
ら
れ
て
負
け
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
悔
し
く
て
、
悔
し
く
て
、

柔
道
に
の
め
り
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
も
っ
と
強

く
な
り
た
い
、
負
け
て
悔
し
い
思
い
を
し
た
く
な
い
」

と
、
父
と
本
格
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

子
ど
も
だ
っ
た
私
を
相
手
に
し
っ
か
り
指
導
を
し
て

く
れ
、
体
幹
が
ぶ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

１
年
く
ら
い
経
っ
た
こ
ろ
、
あ
る
大
会
で
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
々
の
努
力
が
実
を
結
び
成

果
と
し
て
現
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て

「
努
力
は
裏
切
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
自
分
の
名
前
の
「
一
二
三
」
は
一
歩
一
歩
着
実

に
歩
ん
で
い
く
よ
う
に
と
い
う
意
味
を
込
め
て
名
付

け
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い
こ
う
と

自
分
に
誓
い
ま
し
た
。

―
―
一
本
を
と
り
勝
つ
、
豪
快
な
柔
道
を

　
　

 

見
せ
た
い

　

柔
道
の
魅
力
は
豪
快
な
投
技
で
一
本
を
取
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
迫
力
あ
る
試
合
の
ほ
う
が
観
客
も

盛
り
上
が
り
ま
す
し
、
あ
の
選
手
が
ま
た
決
め
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。
で
す
か

ら
私
は
そ
う
い
う
一

本
を
取
り
に
い
く
柔

道
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
自
分
自

身
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
柔
道
に
魅
せ
ら
れ
て
始
め
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
特
に
豪
快
な
技
を
見
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
試
合
が
始
ま
っ
て
考
え
る
の
は
相

手
を
投
げ
る
こ
と
だ
け
で
す
。
強
い
選
手
に
共
通
す

る
と
思
い
ま
す
が
、
私
に
も
、〝
こ
こ
で
こ
う
す
れ
ば

勝
て
る
〟
と
か
、〝
こ
れ
だ
け
抑
え
て
お
け
ば
負
け

な
い
〟
と
か
、
試
合
運
び
の
感
覚
や
勘
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
信
じ
て
闘
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
日
々
の
練
習
の
成
果
だ
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
、
ど
れ
も
魅
力
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
私
に
と
っ
て
は
柔
道
が
一
番
。

と
に
か
く
柔
道
一
直
線
で
す
。

―
―
妹
と
と
も
に
優
勝
を
果
た
し
た

　

２
０
１
７
年
９
月
の
世
界
柔
道
選
手
権
大
会
で
初

優
勝
し
た
こ
と
は
、
非
常
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
た
い
と
願
い
続
け
て
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
き
た
結
果
、
夢
が
実
現
し
た

の
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
12
月
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ

ム
東
京
大
会
で
２
連
覇
し
た
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て

大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な
に
よ
り
嬉
し

か
っ
た
の
は
３
歳
年
下
の
妹
・
詩（
う
た
）
も
同
大
会

で
優
勝
し
、
兄
妹
で
優
勝
を
飾
れ
た
こ
と
で
す
。
喜

び
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
妹
の
手
本
と
な

る
べ
く
柔
道
に
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
と
、
気

が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。
私
に
も
目
標
と
す
る
柔
道

家
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
野
村
忠
宏
さ
ん
で
す
。
以
前
、

野
村
さ
ん
と
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
い
か
に
受
け
止
め
て
い
く
か
、

ま
た
強
く
な
っ
て
い
く
う
え
で
、
必
ず
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
来
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
野
村
さ
ん
は
大
き
な
目
標
で
す
が
、
い
つ
か
越

え
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
東
京
大
会
で
は
圧
倒
的
な
強
さ
で
勝
つ　

　

日
体
大
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト
が
多
く
い
ま
す
。
そ
ん
な

選
手
た
ち
を
見
る
と
、
私
も
刺
激
を
受
け
ま
す
。
そ

れ
が
日
体
大
の
い
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
し
、
誇
り
で

も
あ
り
ま
す
。
東
京
大
会
は
日
体
大
に
と
っ
て
、
非

常
に
歴
史
に
残
る
大
会
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
に
と
っ
て
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
非
常
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
リ

オ
で
は
代
表
入
り
を
果
た
せ
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
。
そ
の
思
い
を
こ
の
大
会
に
ぶ
つ
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
東
京
大
会
で
は
圧
倒

的
な
力
を
見
せ
て
優
勝
す
る
の
が
目
標
で
す
。
そ
の

た
め
に
ど
う
す
れ
ば
成
長
で
き
る
か
を
考
え
、
自
分

に
磨
き
を
か
け
、
１
日
１
日
を
し
っ
か
り
と
目
標
を

も
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。〝
努
力
は
天
才

を
越
え
る
〟
で
す
。
ま
た
、
そ
の
と
き
妹
と
一
緒
に
優

勝
で
き
れ
ば
、
こ
れ
以
上
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
で
す
。

 ［Next is us　日体 魂 の 聖 火リレー］
◆河本選手・木村選手からの質問に答えて

『どのようにモチベーションを維持していますか。また、どういう風に練習
で自分を追い込んでいますか』

2020年の東京大会で優勝するという目標に向かって、それをしっかり見
据えて毎日やるべきことを確実にやるだけです。ただ、それだけではなく、
一つひとつ、目の前の大会も大切に考えて取り組んでいます。

次に登場するアスリートに向けて、阿部選手からエールをいただきました。

◆阿部選手からのエール
競技は違いますが、お互いに刺激しあい、日体大関係者として東京オリ
ンピック・パラリンピックを盛り上げていきたいと思います。ともに、日体
大生や日体大卒業生としての誇りを持って全力で立ち向かいましょう。

次号アスリートへ、リレー質問を展開していきます。ご期待ください。
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日体大は自分を強くしてくれる最高の場

           日体大のココがスゴイ！                日体大でココを学んでほしい！
①恵まれた練習環境
施設はもちろん、柔道で言えば軽量級の選手層が厚いうえに、先生がとて
も熱心に指導してくださいます。出稽古の機会も多くあり、自分が強くなっ
ていく実感があります。

②アスリートたちから受ける刺激
柔道だけではなく、あらゆる競技のトップアスリートがいるので、彼らから
刺激を受けることができます。

③同じ目標を目指す仲間からの刺激
仲間から刺激を受けることはもちろん、支えにもなってくれる大事な存在。
切磋琢磨できる環境です。

①先輩から学べ！
日体大には素晴らしい先輩方、メダリストや輝かしい記録を持つOB・OG
がいらっしゃるので、その姿に触れ、どうすれば強くなれるかを学んでほし
いと思います。

②授業を大切に！
授業にしっかり出て、先生の話をしっかり聞くことです。そのあたり前のこ
とをきちんとできることが大事です。

③チャレンジせよ！
いろいろなことにチャレンジすること。4年間はあっと言う間ですから日々
真剣に生きてほしいと思います。
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社 会の課 題 解 決に貢 献 する
～平成29年度 日本体育大学社会貢献事業の取り組み例～

自治体名 締結日
美作市（岡山県） 平成26年12月1日
愛知県 平成26年12月2日
紀の川市（和歌山県） 平成27年2月12日
泉佐野市（大阪府） 平成27年2月12日
北山村（和歌山県） 平成27年2月23日
小菅村（山梨県） 平成27年2月26日
網走市（北海道） 平成27年3月21日
江南市（愛知県） 平成27年3月27日
駒ケ根市（長野県） 平成27年5月14日
七尾市（石川県） 平成27年5月21日
志賀町（石川県） 平成27年5月22日
中間市（福岡県） 平成27年6月15日
島原市（長崎県） 平成27年6月1日
氷見市（富山県） 平成27年7月3日
神崎町（千葉県） 平成27年7月6日
上越市（新潟県） 平成27年7月13日
大山崎町（京都府） 平成27年7月24日
勝山市（福井県） 平成27年8月3日
呉市（広島県） 平成27年8月27日
柳井市（山口県） 平成27年9月3日
阿南市（徳島県） 平成27年10月1日
中標津町（北海道） 平成27年10月5日
三種町（秋田県） 平成27年10月25日
みなべ町（和歌山県） 平成27年10月27日
守山市（滋賀県） 平成27年10月30日
厚木市（神奈川県） 平成27年11月4日
南魚沼市（新潟県） 平成27年12月7日
海士町（島根県） 平成27年12月21日
男鹿市（秋田県） 平成28年2月23日
可児市（岐阜県） 平成28年2月29日
東松島市（宮城県） 平成28年3月24日
小田原市（神奈川県） 平成28年3月25日
香美町（兵庫県） 平成28年3月28日
徳之島町（鹿児島県） 平成28年4月13日
岩国市（山口県） 平成28年4月27日
岩美町（鳥取県） 平成28年6月27日
品川区（東京都） 平成28年6月29日
笠間市（茨城県） 平成28年7月11日
狭山市（埼玉県） 平成28年7月25日
中山町（山形県） 平成28年8月29日
別府市（大分県） 平成28年9月6日
宮古市（岩手県） 平成28年10月17日
姶良市（鹿児島県） 平成28年10月31日
桶川市（埼玉県） 平成28年11月30日
常総市（茨城県） 平成29年1月26日
大子町（茨城県） 平成29年1月26日
藤井寺市（大阪府） 平成29年2月9日
都城市（宮崎県） 平成29年5月19日
市川三郷町（山梨県）平成29年12月19日
北杜市（山梨県） 平成30年1月23日
米沢市（山形県） 平成30年3月20日

　　日本体育大学附属高等支援学校
建学の精神・校訓 體育富強之基、	正しく	明るく	仲良く

設立 2017（平成29）年

所在地 〒093-0045	北海道網走市大曲1-6-1　	
TEL	0152-67-9141

URL http://s-nittai.ed.jp

　　日本体育大学
建学の精神・校訓 體育富強之基

設立 1891（明治24）年

所在地

東京・世田谷キャンパス	
〒158-8508
東京都世田谷区深沢7-1-1	　
TEL	03-5706-0900（代表）	

横浜・健志台キャンパス	　
〒227-0033	
神奈川県横浜市青葉区鴨志田町	1221-1	
TEL	045-963-7900（代表）

URL https://www.nittai.ac.jp

　　日本体育大学荏原高等学校

建学の精神・校訓 知・徳・体　
求めて学び・耐えて鍛え・学びて	之を活かす	

設立 1904（明治37）年

所在地 〒146-8588	東京都大田区池上8-26-1	
TEL	03-3759-3291

URL http://www.nittai-ebara.jp

　　日本体育大学柏高等学校
建学の精神・校訓 健康と信用は最高の宝

設立 1960（昭和35）年

所在地 〒277-0008	千葉県柏市戸張944　	
TEL	04-7167-1301

URL https://k-nittai.ed.jp

　　日本体育大学桜華高等学校
建学の精神・校訓 健康・努力・敬愛

設立 1958（昭和33）年

所在地 〒189-0024	東京都東村山市富士見町2-5-1	
TEL	042-391-4133

URL http://www.ohka.ed.jp

　　日本体育大学桜華中学校
建学の精神・校訓 健康・努力・敬愛

設立 1994（平成6）年

所在地 〒189-0024	東京都東村山市富士見町2-5-1	
TEL	042-391-4133

URL http://www.ohka.ed.jp

　　日体幼稚園

建学の精神・校訓 健康第一主義の教育を通して	
豊かな人間性を形成する

設立 1955（昭和30）年

所在地
〒158-0081	東京都世田谷区深沢8-4-1	
TEL	03-3701-4450

URL http://www.nittai-kindergarten.ed.jp

　　日本体育大学医療専門学校

建学の精神・校訓 生命の尊厳を自覚し、人間として謙	虚な心と
仁愛の心をもった有為な	人材を多く輩出する。

設立 1973（昭和48）年

所在地 〒158-0097	東京都世田谷区用賀2-2-7	
TEL	03-5717-6161

URL http://www.nittai-iryo.ac.jp

　　浜松日体高等学校
建学の精神・校訓 積志力行・清節篤行

設立 1962（昭和37）年

所在地 〒431-3125	静岡県浜松市東区半田山3-30-1	
TEL	053-434-0632

URL http://www.h-nittai.ed.jp

　　浜松日体中学校
建学の精神・校訓 積志力行・清節篤行

設立 2002（平成14）年

所在地 〒431-3125	静岡県浜松市東区半田山3-30-1	
TEL	053-434-0632

URL http://www.h-nittai.ed.jp

NITTAI Group の絆が未来を拓く
日本各地に、そして世界を見据えて、学校法人日本体育大学のフィールドは展開しています。

皆さんもその一員。ともに手を携え、未来を、スポーツの新しい時代を切り拓いていきましょう。

ファミリー

自治体連携協定推進事業  協定先一覧
（平成30年3月20日現在）

計51自治体

　　日本体育大学医療専門学校

　　日体幼稚園

　　日本体育大学桜華高等学校

　　日本体育大学柏高等学校
　　日本体育大学

　　日本体育大学桜華中学校

　　浜松日体中学校

　　浜松日体高等学校

　　日本体育大学附属高等支援学校

※各校情報（平成30年3月27日現在）



nittaidai52 ● 14

社 会の課 題 解 決に貢 献 する
～平成29年度 日本体育大学社会貢献事業の取り組み例～

講　座　名 開催期間 回数 受講者数
健康運動教室 らくらくエアロビクス運動教室 H29/5～H30/1 9回 169名
指導講習会 救命蘇生法講習会 6/3　9/17 2回 66名
健康運動教室 ゆるヨガ～はじめてのヨガ～ 6/11　6/25　10/15　10/29 4回 69名
指導講習会 筋トレのすゝめ 6/11　9/24　12/2 3回 44名
公開講座 女性の健康とスポーツ障害・事故の予防 7/1 1回 184名

健康運動教室 肩痛さようなら体操教室 7/2 1回 10名
指導講習会 水辺の安全教室 7/8 1回 10名
その他 からだのかたちと立位・歩行動作をはかる 7/8　7/15 2回 70名
公開講座 第2６回幼児教育講座 7/22 1回 40名
公開講座 これもまた日体大の力！脳トレ 9/2　10/7　10/28　11/11 4回 23名
その他 体力測定 10/21　10/22　11/3～11/5 5日間 1,320名

公開講座 子どものこころ、親のこころ
－家庭や学校における気になる子どもの理解と支援－ 11/19 1回 20名

健康運動教室 膝痛さようなら体操教室 H30　2/18 1回 21名
指導講習会 生涯スポーツ振興講座 H30　2/20･2/21 2日間 14名
公開講座 心も体も弾んでダンスダンス H30　2/25 1回 中止

合計 2,025名

社会貢献活動に関する各種の取り組み

■体育・スポーツ活動支援
　学生ボランティア派遣依頼により、学友会や人材

バンク（ボランティア登録名簿）等から延べ933名を

派遣。本学ならではの「体育・スポーツを通した

社会貢献活動」を活発に行っています。

■教育活動支援・ボランティア他
　教員を目指している学生を中心に派遣し、各種

現場を体験することにより、実践力を身につけてい

ます。地域イベントの運営支援や高齢者施設での

支援活動など、活動の場は多様です。

■地域美化活動
　クリーン大作戦として、東京・世田谷キャンパス

及び横浜・健志台キャンパス周辺の清掃を年4回（延

べ404名）実施。学生のモラル向上とともに地域社

会との交流を深めています。

■日体大スポーツフェスタ2017
　平成29年12月10日（日）に東京・世田谷キャンパ

スにて小学生向けのスポーツ体験教室を無料で開

催（207名参加）。現役学生が演技や競技を披露し、

指導にあたりました。

■防災訓練
　平成29年10月14日（土）～15日（日）に横浜・健志

台キャンパスにて「防災訓練in日本体育大学」を

実施。実践的な訓練で、253名の地域住民の方に

ご参加いただきました。

■せたがや災害ボランティアマッチングセンター
　コーディネーター養成講座

　世田谷ボランティア協会との協定に基づく、被災

者とボランティアのニーズをつなぎ円滑な支援がで

きるように調整する人材の育成を目的とする講座。

平成30年2月に実施。

■第55回体育研究発表実演会
　平成29年11月15日（水）に横浜アリーナにて開催。

地域住民の方々1,126名を招待しました。

■社会貢献活動に関する表彰
　出張体験教室などに積極的に参加・協力するダ

ブルタッチサークルに感謝状が授与されました。

　加速する少子高齢化は、社会全体の活力を低下させるなど、さまざまな影響が懸念されています。地域と連携しながらこの問題の解決に貢

献することは日本体育大学の大きな使命です。日本体育大学社会貢献推進機構がイニシアティブをとり、老若男女、障がいの如何にかかわらず、

皆が参加できる体育・スポーツを通じた健康の維持・増進への取り組みを充実させることを、全学を挙げて目指しています。

　平成29年度からは、地域が抱える体育・スポーツや健康に関する課題などを明らかにし、解決に資する取り組みを充実させ、地域の活性化

を図ることを主たる目的とした研究活動を本格的にスタートさせました。

　「地域住民の体力向上・健康増進」及び「地域住民のスポーツへの関心向上」の2つのテーマに加え、新たに①地域障害者スポーツ機会の

向上と指導者支援、②学校体育の充実、③地域スポーツ指導者の意識・技術向上、の3つのテーマに取り組むこととしました。

　今後は研究成果を踏まえ、さらに充実した活動を推進してまいります。
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国際交流センター
INTERNATIONAL	FORUM

　◆ Global Cafe     無料 / 予約不要

　◆キャンパス英会話レッスン    有料 / 要申込

　◆ TOEIC IP テスト 　◆ TOEIC 対策講座
年7回実施（4,6,7,10,11,12,3月予定）、N-passで案内・申込を

行います。

前期：初級・中級（健志台）、後期：初級・中級（世田谷）で開催します。

初級は330～400点程度、中級は500～600点程度を目標としています。

講座期間：毎週月曜日　18：00～21：00（全6回）

詳細・申込についてはN-passで確認してください。

キャンパス 世田谷 健志台

曜日／時間 11:30 ～ 13:30 16:00 ～ 18:00 11:30 ～ 13:30 16:00 ～ 18:00

月 Nichole（初級） John（中級） 　

火 Nichole（中級） John（初級） 　

水 Nichole（初級） 　 　 　

木 John（中級） John（初級） Anna（初級）
Anna

（保健医療学部向け）

金 John（中級） Anna（中級） Anna（初級）

外国人講師を招き、多くの学生が英語に触れる機会を作ることを目的としています。

時間帯によってレベルが異なるのでスケジュールを確認の上、どんどん活用してください！

・	 定員（先着順）世田谷キャンパス：60名

　健志台キャンパス：60名

※各キャンパス最少開講人数10名

・	 対象者：全学生、教職員

・	 受講料：前学期（後学期）49,000円（税込）

	 　　　　前学期＋後学期：96,000円（税込）

スポーツは、世界共通の人類の文化。
語学力を高めたり、留学や
海外ボランティアの経験をしたり、
国際感覚を磨くことによって活躍の場が広がります。
スポーツを軸に国際舞台での活躍を目指す皆さんを
サポートするのが「国際交流センター」です。

国際交流センター主催のプログラム

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。

当センターでは様々な英語に関するプログラムや留学・ボランティアに参加したい学生のサポートをしています。

ぜひ一度、国際交流センターまで足を運んでみてください。センター員一同、お待ちしております！

リール大学（フランス）との交流協定調印式



　第23回オリンピック冬季競技大会（2018/平昌）は、7競技で史上最多の102種目を実施。

日本は史上最多の13個のメダルを獲得した。続いて開催された第12回冬季パラリンピック

でも10個のメダルを獲得し、日本勢の活躍と冬季競技の魅力を印象付けた大会となった。

中でも、本学関係者の髙木美帆、髙梨沙羅らの活躍は、記憶に深く刻まれたことだろう。

選手たちのひたむきな努力が花開いた。冬季五輪での本学関係者のメダル獲得は史上初。

この喜びを、2年後の東京に向けたさらなる弾みとしたい。
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選手名 所属・学年／出身・卒業年 競技種目 結果

髙木　美帆
体育学部2017年卒／

現：氷上スポーツ研究室助手

女子チームパシュート 1位★

女子1500m 2位★
女子1000m 3位★
女子3000m 5位

髙梨　沙羅 体育学部2018年卒 女子ノーマルヒル 3位★

坂爪　亮介 体育学部2012年卒
男子500m 8位
男子1000m 5位

男子5000mリレー 7位
田原　直哉 体育学部2003年卒 男子エアリアル 13位

小野　粧子
日本体育大学女子短期大学

2002年卒
アイスホッケー女子 6位

岩原　知美 体育学部2010年卒 アイスホッケー女子 6位
本橋　麻里 体育学部2012年卒 カーリング女子 3位★

選手名 所属・学年/出身・卒業年 競技種目 結果

本堂　杏実 体育学部4年
女子大回転 13位
女子回転 8位

女子スーパー複合 10位

小池　岳太 体育学部2006年卒

男子スーパー大回転 27位
男子大回転 18位
男子回転 18位

男子スーパー複合 14位
堀江　航 大学院後期課程2年 アイスホッケー 8位

W i n t e r  G a m e s  P y e o n g C h a n g  2 0 1 8

夢を、感動を、東京へつなぐ
平昌で髙木美帆選手、髙梨沙羅選手がメダル獲得

第23回オリンピック冬季競技大会（2月9日～2月25日）

【平昌オリンピック・パラリンピック おもな成績】

◆第12回冬季パラリンピック（3月9日～3月18日）



区分 志願者数 受験者数 合格者数 倍率

体 育 学 科

A O 394 (154) 391 (154) 146 (56) 2.68	
推 薦 509 (175) 509 (175) 433 (151) 1.18	
一 般 2199 (562) 2099 (528) 375 (105) 5.60	
特 別 2 (0) 2 (0) 2 (0) 1.00	
合 計 3104 (891) 3001 (857) 956 (312) 3.14	

健 康 学 科

A O 97 (67) 97 (67) 24 (21) 4.04	
推 薦 96 (58) 96 (58) 40 (29) 2.40	
一 般 1071 (420) 999 (389) 268 (108) 3.73	
特 別 0 (0) 0 (0) 0 (0) -
合 計 1264 (545) 1192 (514) 332 (158) 3.59	

合 計

A O 491 (221) 488 (221) 170 (77) 2.87	
推 薦 605 (233) 605 (233) 473 (180) 1.28	
一 般 3270 (982) 3098 (917) 643 (213) 4.82	
特 別 2 (0) 2 (0) 2 (0) 1.00	
合 計 4368 (1436) 4193 (1371) 1288 (470) 3.26	

区分 志願者数 受験者数 合格者数 倍率

整復医療学科

A O 80 (34) 80 (34) 39 (16) 2.05	
推 薦 34 (11) 34 (11) 34 (11) 1.00	
一 般 51 (16) 45 (13) 33 (10) 1.36	
特 別 0 (0) 0 (0) 0 (0) -
合 計 165 (61) 159 (58) 106 (37) 1.50	

救急医療学科

A O 46 (13) 46 (13) 27 (9) 1.70	
推 薦 41 (5) 41 (5) 39 (4) 1.05	
一 般 38 (9) 32 (9) 28 (8) 1.14	
特 別 0 (0) 0 (0) 0 (0) -
合 計 125 (27) 119 (27) 94 (21) 1.27	

合 計

A O 126 (47) 126 (47) 66 (25) 1.91	
推 薦 75 (16) 75 (16) 73 (15) 1.03	
一 般 89 (25) 77 (22) 61 (18) 1.26	
特 別 0 (0) 0 (0) 0 (0) -
合 計 290 (88) 278 (85) 200 (58) 1.39	

区分 志願者数 受験者数 合格者数 倍率

武道教育学科

A O 55 (15) 55 (15) 44 (14) 1.25	
推 薦 42 (12) 42 (12) 41 (11) 1.02	
一 般 45 (8) 44 (8) 36 (6) 1.22	
特 別 1 (0) 1 (0) 0 (0) -
合 計 143 (35) 142 (35) 121 (31) 1.17	

スポーツ国際学科

A O 90 (39) 90 (39) 37 (19) 2.43	
推 薦 24 (11) 24 (11) 22 (11) 1.09	
一 般 372 (100) 358 (96) 104 (22) 3.44	
特 別 3 (1) 3 (1) 3 (1) 1.00	
合 計 489 (151) 475 (147) 166 (53) 2.86	

合 計

A O 145 (54) 145 (54) 81 (33) 1.79	
推 薦 66 (23) 66 (23) 63 (22) 1.05	
一 般 417 (108) 402 (104) 140 (28) 2.87	
特 別 4 (1) 4 (1) 3 (1) 1.33	
合 計 632 (186) 617 (182) 287 (84) 2.15	

志願者数 受験者数 合格者数
14 (3) 12 (3) 9 (3)

博士前期課程
志願者数 受験者数 合格者数
6 (4) 6 (4) 6 (4)

博士前期課程
志願者数 受験者数 合格者数
31 (9) 31 (9) 23 (7)

区分
博士前期課程

志願者数 受験者数 合格者数
スポーツ文化・社会科学系 13 (2) 13 (2) 7 (1)
ト レ ー ニ ン グ 科 学 系 16 (2) 16 (2) 11 (2)
健康科学・スポーツ医科学系 10 (3) 9 (3) 6 (2)
スポーツ教育・健康教育学系 4 (1) 3 (0) 2 (0)
合 計 43 (8) 41 (7) 26 (5)

区分
博士後期課程

志願者数 受験者数 合格者数
スポーツ文化・社会科学系 2 (0) 2 (0) 1 (0)
ト レ ー ニ ン グ 科 学 系 6 (0) 6 (0) 4 (0)
健康科学・スポーツ医科学系 1 (0) 1 (0) 1 (0)
スポーツ教育・健康教育学系 5 (1) 5 (1) 4 (1)
合 計 14 (1) 14 (1) 10 (1)

区分
修士課程

志願者数 受験者数 合格者数
高度実践柔道整復師コース 7 (2) 7 (2) 6 (2)
救 急 災 害 医 療 学 コ ー ス 4 (1) 4 (1) 3 (1)
合 計 11 (3) 11 (3) 9 (3)

※AO入試内訳：トップアスリートAO入試Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期、学科AO入試、併設校AO入試	
※推薦入試内訳：推薦入試Ⅰ期、推薦入試Ⅱ期	 	 	
※一般入試内訳：一般入試前期（センター試験利用含む）、一般入試後期（センター試験利用含む）
※特別入試内訳：帰国生入試、IB資格入試、英語外部資格入試、外国人留学生入試、リカレント入試、
　	 							飛び入学入試

※AO入試内訳：トップアスリートAO入試Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期、学科AO入試、併設校AO入試
※推薦入試内訳：推薦入試Ⅰ期、推薦入試Ⅱ期
※一般入試内訳：一般入試前期、一般入試後期
※特別入試内訳：帰国生入試、外国人留学生入試、リカレント入試、英語外部資格入試	

※AO入試内訳：学科AO入試、併設校AO入試
※一般入試内訳：一般入試前期、一般入試後期
※特別入試内訳：帰国生入試、リカレント入試、IB資格入試、英語外部資格入試

※AO入試内訳：トップアスリートAO入試Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期、学科AO入試、併設校AO入試	 	
※推薦入試内訳：推薦入試Ⅰ期、推薦入試Ⅱ期	 	 	 	 	
※一般入試内訳：一般入試前期、一般入試後期	 	 	 	 	
※特別入試内訳：帰国生入試、外国人留学生入試、リカレント入試、英語外部資格入試

※AO入試内訳：学科AO入試、併設校AO入試
※一般入試内訳：一般入試前期（センター試験利用含む）、一般入試後期（センター試験利用含む）
※特別入試内訳：帰国生入試、リカレント入試、IB資格入試、英語外部資格入試

※児童スポーツ教育学部は出願なし

■日本体育大学　スポーツ文化学部

区分 志願者数 受験者数 合格者数 倍率

児童スポーツ

教 育 コ ー ス

A O 72 (47) 72 (47) 32 (21) 2.25	
推 薦 72 (45) 72 (45) 57 (33) 1.26	
一 般 567 (218) 547 (210) 140 (55) 3.91	
特 別 2 (0) 2 (0) 2 (0) 1.00	
合 計 713 (310) 693 (302) 231 (109) 3.00	

幼 児 教 育

保 育 コ ー ス

A O 43 (37) 43 (37) 11 (11) 3.91	
推 薦 41 (35) 41 (35) 32 (27) 1.28	
一 般 131 (105) 122 (96) 19 (11) 6.42	
特 別 0 (0) 0 (0) 0 (0) -
合 計 215 (177) 206 (168) 62 (49) 3.32	

合 計

A O 115 (84) 115 (84) 43 (32) 2.67	
推 薦 113 (80) 113 (80) 89 (60) 1.27	
一 般 698 (323) 669 (306) 159 (66) 4.21	
特 別 2 (0) 2 (0) 2 (0) 1.00	
合 計 928 (487) 899 (470) 293 (158) 3.07	

■日本体育大学  児童スポーツ教育学部  児童スポーツ教育学科

■日本体育大学　体育学部　編入学

■日本体育大学大学院　教育学研究科

■日本体育大学大学院　体育科学研究科　コーチング学専攻

■日本体育大学大学院　保健医療学研究科

■日本体育大学大学院　体育科学研究科　体育科学専攻

■日本体育大学　体育学部

区分 志願者数 受験者数 合格者数 倍率

ス ポ ー ツ

マネジメント学科

A O 129 (32) 125 (32) 36 (14) 3.47	
推 薦 66 (22) 66 (22) 29 (10) 2.28	
一 般 905 (230) 866 (220) 171 (56) 5.06	
特 別 1 (0) 1 (0) 0 (0) -
合 計 1101 (284) 1058 (274) 236 (80) 4.48	

スポーツライフ

マネジメント学科

A O 69 (38) 67 (37) 23 (12) 2.91	
推 薦 38 (21) 38 (21) 24 (15) 1.58	
一 般 307 (103) 281 (96) 124 (36) 2.27	
特 別 0 (0) 0 (0) 0 (0) -
合 計 414 (162) 386 (154) 171 (63) 2.26	

合 計

A O 198 (70) 192 (69) 59 (26) 3.25	
推 薦 104 (43) 104 (43) 53 (25) 1.96	
一 般 1212 (333) 1147 (316) 295 (92) 3.89	
特 別 1 (0) 1 (0) 0 (0) -
合 計 1515 (446) 1444 (428) 407 (143) 3.55	

■日本体育大学　スポーツマネジメント学部

■日本体育大学　保健医療学部

平成30年3月15日現在		アドミッションセンター

（　　　　　）内は女子内数
倍率＝受験者数÷合格者数

一般入試合格者は補欠繰上合格者を含む

博士後期課程
志願者数 受験者数 合格者数
11 (5) 11 (5) 11 (5)

博士後期課程
志願者数 受験者数 合格者数
4 (1) 4 (1) 4 (1)

■平成30年度　入学試験結果
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※センター員として教職員が位置付く

平成30年度 日本体育大学　役職者一覧
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センター長

学 　 長 具志堅　幸司

副学長（企画・管理・運営担当） 松 井 幸 嗣
副学長（教学・学生生活担当） 笠 井 里 津 子

ＩＲＥ室長 荻 　 浩 三

大 学 院 研 究 科 長 代 表 阿 江 通 良

体 育 科 学 研 究 科
研 究 科 長 阿 江 通 良

教 育 学 研 究 科
研 究 科 長 角 屋 重 樹

教 養 ・ 教 職 科 長 林 　 忠 男

保 健 医 療 学 研 究 科
研 究 科 長 平沼憲治 ( 兼 )

体 育 学 部
学 部 長 水 野 増 彦
体 育 学 科 長 杉 田 正 明
健 康 学 科 長 鈴 川 一 宏
（ 武 道 学 科 長 ） （ 齋 藤 一 雄 ）
（ 社 会 体 育 学 科 長 ） （ 依 田 充 代 ）

ス ポ ー ツ 文 化 学 部
学 部 長 八 木 沢 　 誠
武 道 教 育 学 科 長 齋 藤 一 雄
ス ポ ー ツ 国 際 学 科 長 金 田 英 子

保 健 医 療 学 部
学 部 長 平 沼 憲 治
整 復 医 療 学 科 伊 藤 　 譲
救 急 医 療 学 科 小 川 理 郎

スポーツマネジメント学部
学 部 長 石 井 隆 憲

スポーツマネジメント学科長 日 比 野 幹 生
スポーツライフマネジメント学科長 依 田 充 代

児童スポーツ教育学部
学 部 長 久 保 　 健
児 童 スポーツ 教 育 学 科 長 岡本　美和子
児童スポーツ教育コース主任 金 本 良 通
幼 児 教 育 保 育 コ ース 主 任 本 多 洋 実

		図書館長 三 好 仁 司 		寮監長 根 本 　 研	
		健康管理センター長 平沼憲治 ( 兼 ) 		スポーツキュアセンター（保健医療学部附属接骨院）院長 伊藤　譲 (兼 )
		学生支援センター長 三 宅 良 輔 		総合スポーツ科学研究センター長 野 井 真 吾
　	副センター長（学習支援・キャリア支援担当） 須 永 美 歌 子 					体育研究所長 中 里 浩 一
　	副センター長（生活支援担当）	 大 石 健 二 　	オリンピックスポーツ文化研究所長 関 根 正 美
　　	部門長（学習支援部門） 菊 名 博 之 					スポーツ危機管理研究所長 野井真吾（兼）
　　	部門長（生活支援部門） 緒 方 美 保 　	　副所長 南 部 さ お り
　　	部門長（キャリア支援部門）	 大 山 　 茂 		アスレティックデパートメント長 山 本 　 博
		アドミッションセンター長	 小 林 正 利 	　			アスレティックデパートメント長補佐 岡 本 孝 信
		　副センター長 忠 政 明 彦 　				アスレティックデパートメント長補佐 佐 野 昌 行
		国際交流センター長 荒 木 達 雄 　ハイパフォーマンスセンター長 大 本 洋 嗣
　		副センター長 山 口 和 之 　コーチングエクセレンスセンター長 伊 藤 雅 充
		教職支援センター長 後 藤 　 彰 　スポーツ・トレーニングセンター長 西 山 哲 成
		　副センター長 近 藤 智 靖

【 附 置 機 関 長 】
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井川  正治	(いがわ		しょうじ)
①昭和52年／②人体機能測定装置等管理委員会委員、研究活動推進
委員会委員、動物実験委員会委員、教員資格審査委員会委員、学生
委員会委員、規程委員会委員、／③ボート部部長／④WHO“CARDIAC	
Study”共同研究員、日本近代五種バイアスロン連盟理事（非常勤）、日
本体育協会エンジョイスポーツセミナー講師、独立行政法人大学評価・
学位授与機構学位審査会専門委員、秩父宮記念スポーツ医・科学奨
励賞（スポーツ活動中における熱中症事故予防に関する研究班）

三輪  康廣 （みわ		やすひろ）
①昭和52年／②日本体育大学同窓会副会長、総合スポーツ科学研究
推進センター運営委員会委員／③学友会副会長（総務担当）、体操競
技部部長、日体フェステバル実施委員長／④日本体育学会、日本コー
チング学会、日本バイオメカニクス学会、日本体操競技・器械運動学
会、日本オリンピックアカデミー（JOA）『オリンピック事典』編集委員、
日本オリンピック委員会（JOC）・日本ユニバーシアード委員会、国際体
操連盟(FIG)名誉国際審判員表彰(Honorary	diploma/Pin･button授受)、
全日本学生体操連盟功労賞、公益財団法人日本体操協会功労賞

西尾  末広 （にしお		すえひろ）
①昭和60年／②就職部長、改組特別委員会委員、研究室体制特別委
員会委員／③学友会副会長（競技担当）､ バスケットボール部部長、監
督、コーチ（インカレ男女、複数回優勝）／④日本バスケットボール協
会理事、日本バスケットボール協会参与、日本バスケットボール協会
指導者育成委員会委員長、日本バスケットボール協会	コーチコミッティ
副理事長

朝日  茂樹 	(あさひ　しげき)
①平成26年／②保健医療学部救急医療学科長／④日本脳神経外科学
会、日本救急医学会、集団災害医学会、脳卒中学会、日本ＤＭＡＴ隊員、
日本脳神経外科学会評議員、国際救助捜索機構（INSARAG）救助チー
ム帯同医師部会日本代表、国連災害迅速評価調整員（UNDAC)、JICA
国際緊急援助隊総合調整部会委員およびアドバイザー、第42回読売医
療功労賞（海外部門）、厚生労働大臣表彰、外務大臣感謝状、日本神
経外傷研究会長賞、アルジェリア政府保健大臣から感謝状、JICA理事
長感謝状、国立フィリピン大学長賞、フィリピン国保健省から感謝状

池野  範男 (いけの　のりお)
①平成29年／④全国社会科教育学会、日本社会科教育学会、社会系
教科教育学会、日本教科教育学会、日本教育学会、日本教育方法学会、
日本カリキュラム学会、CitizED、CiCea、日本教育方法学会常任理事、
日本カリキュラム学会理事、CitizED機関誌	Citizenship,	Teaching	and	
Learning編集委員、全国社会科教育学会会長

小野塚  實 (おのづか		みのる)
①平成26年／④日本神経科学会、日本教育医学会、日本歯科衛生教
育学会、日本歯科衛生学会、日本生理学会評議員、日本神経科学会専
門会員、歯科基礎医学会評議員、SAM研究協議会評議員、公益法人
8020推進財団（日本歯科医師会）理事・評議員、William	J	Gies	Award
受賞、日本組織細胞化学会論文賞受賞（日本組織細胞化学学会）、額
田奨励賞受賞（東邦大学）、持田生命科学研究助成金受賞（持田記念医
学薬学振興財団）、内藤記念科学奨励金受賞（内藤記念科学振興財団）、
金原医学医療基礎研究助成金受賞（金原一郎記念医学医療振興財団）

猪越  孝治 (いのこし		たかはる)　
①平成27年／④日本柔道整復接骨医学会、日本武道学会、日本自律
訓練学会

周東  美材 (しゅうとう		よしき)
①平成29年／④単著『童謡の近代―メディアの変容と子ども文化』、共
著『カワイイ文化とテクノロジーの隠れた関係』、学術論文「水の江瀧
子と石原裕次郎―「男であること」の捏造の系譜」、「いつも見ていた
「ジャニーズ」―戦後日本のメディアと家族」、「子ども文化としての「ス
ター誕生！」―1970年代のテレビと阿久悠の試み」、「新教育運動にお
ける聖なるエクリチュール―成城小学校を事例に」、第40回日本児童文
学学会奨励賞、2015年日本感性工学会出版賞、一般社団法人日本童
謡協会第46回日本童謡賞・特別賞

■平成29年度退職者紹介■平成30年度学年暦
①着任、②主な役職等、③主な学友会活動、④主な学会・活動・受賞歴等（抜粋）2018年 月　日 行　事

４月

2（月） 新入生オリエンテーション

3（火） 入学式

4（水） 新入生オリエンテーション

5（木） 新入生オリエンテーション

6（金） 前学期授業開始

５月
1（火） 海の日振替休日（7/16分）

2（水） 秋分の日振替休日（9/24分）

７月
7（土）～15（日） 夏季実習期間

16（月） 海の日（通常授業）

８月

2（木） 前学期授業終了

3（金） 追・再試・補講期間

（2・3・4年生のみ、保健医療学部を除く）

スキルアップセミナー（1年生のみ）

補講（保健医療学部2・3・4年生のみ）

6（月）～10（金） 追・再試・補講期間（保健医療学部を除く）

定期試験（保健医療学部のみ）

９月

3（月）～7（金） 追・再試験（保健医療学部のみ）

20（木） 開学記念日

21（金） 後学期授業開始

24（月） 秋分の日振替休日（通常授業）

11月
1（木）～4（日） 日体フェスティバル（準備日含む）

23（金） 勤労感謝の日（通常授業）

12月 24（月） 12月授業終了、天皇誕生日振替休日（通常授業）

2019年

１月

10（木） 1月授業開始

28（月） 後学期授業終了

29（火）～30（水） 追・再試・補講期間（保健医療学部を除く）

補講（保健医療学部のみ）

２月

5（火）～8（金）、11（月） 追・再試・補講期間（保健医療学部を除く）

定期試験（保健医療学部のみ）

12（火）～22（金） 冬季実習期間

（体育・スポーツ文化・スポーツマネジメント学部のみ）

18（月）～22（金）、25（月）追・再試験（保健医療学部のみ）

3月 15（金） 卒業式




